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日々のお金の使い方は意識していま
す。子どもたちの教育資金は、父親が積み立てています。子
どもたちのお小遣いは、お手伝いをポイント制にして、た
まったポイントに合わせて渡しています。物やお金を大切に
使わせるために、文具やお菓子は、お小遣いで買わせるよう
にしています。

保護者の声

講師 ファイナンシャルプランナー 永田 佑加子 氏

本巣市立一色小学校 「 マネー セミナー 」 １１月２２日

明けましておめでとうございます！ 家族そろって良い年を迎えられたことと思います。
さて、お正月というと、子どもたちの楽しみは「お年玉」でしょうか。お年玉の由来は、

「御歳魂」という言葉からです。 御歳魂は、正月に歳神様を迎えるためにお供えされる丸い鏡
餅のことになります。お供えした後は家族に分け与えられ、一年を無事に過ごせるように祈り
ました。現代のように現金を渡すようになったのは、昭和30年代以降だと言われています。
子どもたちのお年玉の使い道を調べてみると、年代や性別で異なりますが、小中学生のトッ

プは貯金（親に預けるを含む）です。続いて、おもちゃやゲーム、文具などになります。お年
玉は、親子でお金について考えるよい機会ですから、子どもの考えを尊重しながら、話し合っ
てみてください。老婆心ながら、親権者は、子の財産を管理する権限を有しますが、あくまで
お年玉は子どもの財産ですので、親が子どもの許可なく使うことはできません。使い方につい
ては、親子でよく話し合い、双方の合意の上、決めるようにしてください。

NISAを始めるための準備は済ませました。大学に通うため
に借りた奨学金の返済を現在も行っている人が身近にいるの
で、教育資金は可能な限り親が準備し、子どもの負担を軽く
してあげたいと思っています。子どものお小遣いは、毎月定
額＋頑張りに対するボーナスで渡しています。

お金について学ぶ機会があまりないので、今日は新NISAな
どについて知ることができて良かったです。お金については
アプリを使ってスマートフォンで管理しています。お小遣い
は、毎月千円＋時々ボーナスで渡しています。

教育、マイホーム、老後などの資金づくりについて、どうする
べきなのかを悩んでみえる方も多いのではないかということで、
お金について学ぶ機会を設けられました。現在の高校では金融教
育も始められていますが、保護者世代はお金について学ぶ機会が
ほとんどありませんでした。専門知識のある方からお話を聞くこ
とができる貴重な時間になったと考えます。
はじめに、今と昔の日常品の価格の違いから、お金の価値の変

化についてお話がありました。現在、高騰しているガソリン価格
ですが、22年前は１L当たり87円だったそうです。某アトラクション施設の入園料も、開園時は
3900円でしたが、現在、日によっては１万円を超えるようになっており、多くのモノの値段が上昇
し、同額のお金の価値が下がっていることを学びました。ただ、中には安くなったモノもあり、い
つ何を購入すべきかは、よくよく考える必要があります。時代は変化しているので、固定観念に縛
られず、変化に柔軟に対応し、素早く動けるように準備をしておく必要があると感じました。



岐阜市立長森西小学校 ＋ 長森西公民館 「 人権研修会 」 １２月８日

山県市立大桑小学校 「 アンガーマネージメント研修 」 １２月７日

講師 山県市子どもサポートセンター 主任児童・生徒相談員 出崎 秀人 氏

講師 清水 美恵子 （茂益亭 蝶代 もましてい ちょうよ） 氏

人に対面する時には、笑顔で接するように努めています。１人で過ごす時間
が多いので、教えていただいた、鏡の中の自分に向かって、心がウキウキするようなポジティブな言葉をか
けることをやってみようと思います。また、子どもたちに、「持ち物は？」「宿題はいい？」と細かく言っ
てしまい、後悔する毎日なので、言いたくなったときは、子どもが嫌な気分にならないよう、教えていただ
いた「パピプペポを組み合わせた意味の無い言葉」に置き換えることに、挑戦したいと思います。

人権というと少し難しいものと考えてしまうので、落語のような親しみやすいものを通して、楽しく学ぶ
ことができて良かったです。日常に笑いを取り入れることは大切かなと思いました。子どもたちのなかなか
聞くことができない生の声が聞けたことは良かったです。うちの子にも聞いてみようと思います。

無関心が一番いけないと考えています。自分の怒りを客観的に見ながら一次感情を確認したいと思います。
怒ってしまった時は、寝る前か翌日起きた時に、こちらの思いがどれくらい子どもに伝わっているかを、他
の言葉を使いながら、確認するようにしています。

思い込みで話をすることがあるので、発想の転換を図り接していきたいと思い
ました。子どものよいところを応援するために、少しでも得意なことを伸ばしてあげたいです。

岐阜市第５ブロック地域人権学習推進事業として、長森西地区の人権
教育推進委員会、公民館、小学校、PTA、子ども会がコラボして研修会
を開催されました。
近年、人権ハラスメントについては、「それ、〇〇ハラスメントです

よ！」という声をあげる社会の雰囲気が高まってきているように感じま
す。全ての人が「人が不愉快な思いをするような言動は、決してしな
い。」という強い意思をもつことが期待されます。

今回の研修は、清水氏による「笑いヨガ」、長森西小学校児童による「人権作文発表」、清水氏によ
る「人権落語（こほめ）」の３部構成で行われました。
赤ちゃんは、１日に400回ほど笑うそうですが、20代になると20回、70代になると２回に減ってしま

うそうです。笑うことが心身の健康維持に有効であることが実証されているにもかかわらず、人が笑わ
ないのは、笑う場所がないからだと考えたインドの医師マダン・カタリアが始めたのが「笑いヨガ」で
す。始めて１年もしないうちに全インドに、そして現在は、世界100か国以上に広がっています。
清水氏のお話の要点は、どんなことも笑いにしてしまい、日常の中にどんどん笑いを取り入れていき、

心を健康な状態に保ちましょうということであったと思いました。それは、児童作文の中にあった「い
つも笑顔でニコニコ、心はポカポカ」の実践とも重なり、これをみんなで実践すれば、人権問題の多く
が解消の方向に向かうのではないかと考えることができました。

家庭教育学級長さんの強い願いにより、アンガーマネージメント研修
を企画、運営されました。
子育てや介護をしていると、つい強い口調で言ったり、怒ったりして

しまうことがあります。そして、あんな言い方をしなければよかったの
にと後悔することになります。子どもを叱るときは、もちろん「子ども
のために…」という思いで叱りますが、強く叱責された子どもは心を閉
ざして、親の怒りが収まるのを待つことになります。こうなると、親の
思いは子どもに伝わり難いのではないでしょうか。

講師の出崎先生は、参加者にいろいろな問いかけをされましたが、１つの事例に対する人々の考え
や捉えが１つではないこと、同じ事象の中にいる当事者であっても、立場によって感じ方や思いが異
なることを、参加者自らが気づくことができるように、穏やかな口調でお話をされていました。
「怒り」は二次感情であるので、その基にある一次感情を上手に、そして適切に相手に伝わるよう

にすることが大切であること、また、「怒り」はエネルギーなので、うまくコントロールしてつきあ
うことで、良い成果を生み出すことができるというお話は、「怒り」を抱くこと自身がいけないので
はないという、新しい視点を示していただけたと感じました。更に、「いろいろな見方があるので発
想を変えてみる」「小さな部分を見たら、大きな部分も見ようとする」「叱っても、褒めても、最後
のフォローが大切」「愛情が全て！」等、子どもと接するときのポイントを学ばせていただきました。

保護者の声

保護者の声



第２回岐阜地区家庭教育担当者会 兼 第３回家庭教育支援市町村連携会議 １２月８日

講師 NPO法人キッズスクエア瑞穂 理事長 椙浦 良子 氏

岐阜市柳ケ瀬子育て支援施設「ツナグテ」 施設長 金子 由明 氏

この施設には、無料の「ふぁみりーエリア」と有料の「きっずエ
リア」があり、岐阜市民以外の方の利用も可能です。
就学前の乳幼児の一時預かり（原則、予約制で有料）を行う「あ

ずかルーム」や子育て「そうだんしつ」も備えられています。
この施設のコンセプトは「あそび場はまなび場」で、子どもたち

に遊びを通して学び、成長し、探求力を高めてほしいという願いの
もと、天候に関係なく遊び込める場所として開館しました。
きっずエリアには、子どもの興味・関心等に応じ、子ども自らが

考え選択できる、多様な学びができる空間（そうぞうアトリエ）が
設けられており、県外から訪れる家族もあるそうです。

このネットの上
でも遊べます！ふぁみりー

エリア

そうぞう
アトリエ

年に２回、各市町で子育て支援や家庭教育支援に携わっている行政職員の代表が集い、情報交流や研
修を行っています。今回は、「No.９」通信で紹介しました、瑞穂市の家庭教育支援チーム「NPO法人
キッズスクエア瑞穂」の立ち上げから現在までの流れと活動内容についてを、行政との結びつきも合わ
せてお話いただき、子育て支援、家庭教育支援の在り方について考えることができました。
また、岐阜市の商業地域に建設された「柳ケ瀬グラッスル３５」に、令和５年４月３０日オープンし

た「岐阜市柳ケ瀬子育て支援施設『ツナグテ』」を訪れ、この施設の目的や、施設概要について説明を
受け、館内を見学しました。

舞台鑑賞と体験活動を軸に、
親子が集い、みんなで子育てを
する会員制団体として始めた活
動を、もっと多くの方にも参加
してもらえるようにするため、
2002年にNPO法人化。託児つ
き講座を開催するために、託児
者養成講座も行い、乳幼児の世
話をするスタッフを独自に育成
されています。
赤ちゃんに一度もふれたこと

がない妊婦さんに出会い、自分
にちゃんと子どもを育てること
ができるのかという不安をもっ
ていることを知り、体験する機
会を意図的に作るしかないと考
えられ、中学生の保育体験授業
支援を始められました。
地域のつながりが希薄になり、

いざというときに、子どもの預
け合いができなくなった状況に
対応するため、ファミリー・サ
ポート・センター事業を市から
受託し、現在では、小規模保育
施設も開設され、支援を必要と
する親子をまるごと応援できる
仕組みを構築し、「地域みんな
で子育て」を実践されています。

親と乳幼児が１対１で過ごす時間が長くなり過ぎていることを指摘
される教育者もみえます。椙浦氏の思いも、子育ては親だけで行うも
のでなく、周りにいる者が協力して行うものであると考えてみえます。

天井にネットが
張られています



私たちにとって、食事は生命維持のために欠かせないも
のですが、食べたものが原因で、体を害したり、時には命
を落とすことがあります。正しい知識を持って、適切に食
品を選び、保管や調理方法に心を配らなければなりません。
岐阜県生活衛生課では、安全で安心な食生活のため、県

民の皆様が自ら食品を判断し選択できるように、正しい情
報を配信し、学んでいただく機会を提供しています。
ぜひご活用ください！

●食卓の安全・安心ニュース
岐阜県のHPに掲載しています。
毎月テーマを決め、キャラクターの

博士とQ子の会話形式で分かりやすく
情報提供を行っています。

●出前講座「食品の安全 知っ得講座」(無料講師派遣）
ご希望の日時・場所に職員を派遣します。
食品安全に関する７つのテーマから選んで、詳し

く学んでいただくことができます。併せて、食育に
ついてもテーマにすることができます。

●食の探訪「見て納得！行政機関」
食品に残留する農薬や食品添加物等の

検査を行う検査施設など、食品に関係す
る７つの研究機関の「施設見学」を実施
しています。

「食卓の安全・
安心ニュース」

子育て・家庭教育学級等のミニ情報

「食品の安全
知っ得講座」

「見て納得！
行政機関」

食品安全に関する７テーマ

① 食品の安全：食品の安全に関して全般的にご説明しま
す。個別のテーマではなく、様々な話題について聞いて
みたい方にオススメです。

② 食品添加物：食生活を送る上で避けては通れない食品
添加物について、「なぜ使われているの？」、「食品添
加物って安全なの？」などといった疑問について説明し
ます。

④ 食中毒予防：家庭での食中毒を予防するために、日頃
の生活でどの様なことに注意すればよいかを説明します。

⑤ 残留農薬：農薬は農産物を安定的に生産するために大
切な役割を果たしています。また、安全な農産物を提供
するため、生産から流通段階での安全対策を説明します。

⑥ 輸入食品：輸入食品なくしては私たちの食生活は成り
立たないといっても過言ではありません。現状や、安全
確保のための対策などについて説明します。

⑦ 健康食品：近年、多種多様な「健康食品」が販売され
ています。「健康食品」の上手な活用の仕方について説
明します。

③ 食品の表示：食品の表示には消費者の求める情報が多
く詰まっています。日常よく目にする食品の表示につい
て、食品表示法で定められた事項を中心に説明します。

⑧ 食育の進め方：幼児期から食育を実践し健康づくりが
できるよう、食生活についてお話します。

⑨ おいしく食べて健康づくり：健康づくりに役立つ、バ
ランスの良い食事についてお話します。

食育に関する２テーマ

「食品安全 知っ得講座」講座テーマ



とても繊細な人「HSP」・とても繊細な子ども「HSC」
（Highly Sensitive Person） （Highly Sensitive Child）

アメリカの心理学者である
エレイン・N・アーロン氏が提唱

５人に１人は、HSC気質をもっている

●具体的な姿
・多くの人が集まる空間や集団行動が苦手
で、すぐに疲れてしまう

・周囲の大きな声が苦手
・同級生や同僚が先生や上司から叱られる
と、自分が叱られているように感じる

・ちょっとしたことに傷つく、驚く
・新しい生活や環境が苦手
・音、光などに敏感 集中力を欠くことも
・痛みに対してとても敏感
・想像力が豊かで、空想しがち
・被害妄想になりやすい
・「内気な子」と思われやすい

●適する職業（個人により異なる）
・精密さを求められる仕事
・情報技術関連分野
・人の心や体のケアに携わる仕事
・創造性を発揮できる仕事
・在宅ワークができる仕事

生まれ持った「特性」です！
人一倍精細な気質をもって生まれてきた

だけで、病気ではありません。
育て方に起因するものではありません。

●４つの特徴 「DOES」
D：情報を深く処理する

（Depth of processing）
O：過剰に刺激を受けやすい

（easily Overstimulated）
E：感情的な反応が強い

（Emotional responsiveness）
S：ささいな刺激を敏感に察知して

共感する
（empathy and sensitive to Subtle stimuli）

HSCの子どもにとっては、集団生活を行う学校は負担が大きな場所となります。本人が
楽しんでいるように思えても、刺激を敏感に受け取るため、心身に疲労が蓄積しやすいの
で、注意して見守るようにしてあげましょう。保護者に心配をかけないようにと頑張りす
ぎてしまうこともあるので、疲れが溜まりすぎないように休養を促すようにしましょう。
特徴がお子さんと重なり、心配な姿が見られる場合は、HSP・HSCに造詣が深い医療機

関を受診し、アドバイスを受けるようにしてみてください。

園や学校で、家庭教育
学級を企画運営していた
だいておりますが、お仕
事の関係で、子育てにつ
いて学びたいのだけれど、
参加が難しい保護者の方
もみえると思います。
そこで、企業の従業員

研修の１つとして、家庭
教育・子育てについて学
べる機会を設けていただ
くための支援、講師派遣
を行っています。お勤め
の事業主様等にご紹介い
ただければ幸いです。
気軽にご相談ください。

職場でも家庭教育について学んでいただけます！
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